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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第61期

第２四半期連結
累計期間

第62期
第２四半期連結
累計期間

第61期

会計期間
平成22年４月１日から

平成22年９月30日まで

平成23年４月１日から

平成23年９月30日まで

平成22年４月１日から

平成23年３月31日まで

売上高（百万円） 97,384 99,132 196,451

経常利益（百万円） 10,945 7,637 20,833

四半期（当期）純利益（百万円） 6,751 4,504 13,024

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
6,129 4,745 11,199

純資産額（百万円） 113,709 119,593 116,819

総資産額（百万円） 158,594 165,312 164,416

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
138.97 93.29 268.32

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 67.5 68.1 67.0

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
10,688 6,277 22,807

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△6,051 △7,911 △14,712

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△1,954 △1,103 △2,879

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
27,923 27,310 30,037

　

回次
第61期

第２四半期連結
会計期間

第62期
第２四半期連結
会計期間

会計期間
平成22年７月１日から

平成22年９月30日まで

平成23年７月１日から

平成23年９月30日まで

１株当たり四半期純利益金額

（円）
65.28 40.12

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．第61期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準（企

業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。
 
（1）業績の状況

　東日本大震災の影響により低迷していた日本における受注は、第１四半期後半より第２四半期末にかけてＡＴ製

品を中心に増加いたしました。また、高成長率を維持する中国を中心にアジアにおいても受注は堅調に推移してお

り、当社グループを取り巻く受注状況は、震災前の状態に回復しております。一方で、原価面においては、前期におい

て発生した鋼材価格上昇による材料費の増加や円高の進行等があり、その結果、当第２四半期連結累計期間の業績

は、売上高 ９９１億円（前年同期比 １．８％増）、営業利益 ８６億円（前年同期比 ２４．８％減）、経常利益 

７６億円（前年同期比 ３０．２％減）、四半期純利益 ４５億円（前年同期比 ３３．３％減）となりました。

　報告セグメント別の概況は下記のとおりであります。

〔ＭＴ（手動変速装置関連事業）〕

　中国を中心としたアジア地域での受注増加により、売上高は ２９０億円（前年同期比 ０．５％増）となりまし

た。セグメント利益は、材料費及び労務人件費等固定費の増加により、４７億円（前年同期比 ７．２％減）となり

ました。

〔ＡＴ（自動変速装置関連事業）〕

　東日本大震災の影響により減少した受注の回復及び中国での受注増加により、売上高は ５８５億円（前年同期比

０．６％増）となりました。セグメント利益は、材料費及び労務人件費等固定費の増加により ３２億円（前年同期

比 ４２．０％減）となりました。

〔その他〕

　産業機械用製品の受注増加により、売上高は １１５億円（前年同期比 １１．９％増）となりました。セグメント

利益は、売上高の増加により １２億円（前年同期比 １．０％増）となりました。

　所在地別の概況は下記のとおりであります。

〔日本〕

　東日本大震災の影響により減少したＡＴ製品の受注回復及び産業機械用製品の受注増加により、売上高は ６３９

億円（前年同期比 ３．０％増）となりました。営業利益は、材料費及び労務人件費等固定費の増加により ５２億

円（前年同期比 ２８．４％減）となりました。

〔米国〕

　自動車メーカー向けのＡＴ製品の受注は堅調に推移いたしましたが、円高の影響により、売上高は １３３億円

（前年同期比 １０．５％減）となりました。営業利益についても、円高の影響により ６億円（前年同期比 ８．

８％減）となりました。

〔アジア・オセアニア〕

　自動車メーカーからのＭＴ及びＡＴ製品の受注増加により、売上高は ２０５億円（前年同期比 ７．１％増）と

なりました。営業利益は、売上構成の変化及び工場移転費用等の増加により ２８億円（前年同期比 １８．３％

減）となりました。

〔その他〕

　売上高は １３億円（前年同期比 ８．１％増）、営業利益は １億円（前年同期比 １５．２％減）となりました。
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（2）財政状態

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は １,６５３億円となり、前連結会計年度末に比べ ８億円増加いたしまし

た。主な内容は、売上債権の増加 ３７億円、無形固定資産の取得による増加 １０億円、現金及び預金の減少 ２９億

円、たな卸資産の減少 １１億円であります。負債は ４５７億円となり、前連結会計年度末に比べ １８億円減少い

たしました。主な内容は、納付に伴う未払法人税等の減少 １７億円であります。

　純資産は１,１９５億円となり、前連結会計年度末に比べ ２７億円増加いたしました。主な内容は、利益剰余金の

増加 ３１億円（四半期純利益による増加 ４５億円、剰余金の処分（配当金）による減少 １４億円）であります。

なお、自己資本比率は、前連結会計年度末の ６７.０％から ６８.１％となりました。

（3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は ２７３億円（前年同四半期

末残高 ２７９億円）であり、前年同四半期末に比べ ６億円の資金減となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローで獲得した資金は、税金等調整前四半期純利益の減少、売上債権の増加等によ

り、前第２四半期連結累計期間と比較して ４４億円減少し、６２億円となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローで使用した資金は、有形及び無形固定資産の取得による支出が増加したこと

により、前第２四半期連結累計期間と比較して １８億円増加し、７９億円となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローで使用した資金は、自己株式取得の支出増加はあるものの、借入金による調達

が増加したことにより、前第２四半期連結累計期間と比較して ８億円減少し、 １１億円となりました。

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更は

ありません。

（5）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間における当社グループの研究開発活動の総額は、2,207百万円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

（6）資本の財源及び資金の流動性についての分析

　当社グループの資金状況は、主として自己資金により充当し、必要に応じて借入による資金調達を実施することを

基本方針としております。

　当第２四半期連結累計期間における設備投資等の資金は、主として自己資金により充当いたしました。

　今後の資金需要の主なものは、環境性能の高い新製品の開発投資やさらなるグローバル化に対応するための海外

投資等であります。これらの資金需要に対しては自己資金で充当する予定ではありますが、資金の不足時に備え、直

接金融においては格付機関による企業格付の向上を図ること、また、間接金融では金融機関との関係を強化するこ

とにより有利な調達条件の維持に努め、負債と資本のバランスに配慮しつつ、適切で柔軟な資金調達体制を構築し

てまいります。

　従い、当社グループは、その健全な財務状態、営業活動によるキャッシュ・フローを生み出す能力、当社グループの

成長を維持するために将来必要な運転資金及び設備投資資金を調達することが可能と考えております。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 168,000,000

計 168,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)

（平成23年９月30日）

提出日現在発行数(株)
（平成23年11月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通

株式
48,593,736 同左

東京証券取引所

大阪証券取引所

（各市場第一部）

単元株式数 100株

計 48,593,736 同左 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成23年７月１日～

平成23年９月30日
－ 48,593 － 8,284 － 7,540
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（６）【大株主の状況】

 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式
総数に対す
る所有株式
数の割合
（％）

アイシン精機株式会社 愛知県刈谷市朝日町２丁目１ 7,230 14.87

日本トラスティ・サービス信託

銀行株式会社
東京都中央区晴海１丁目８－１１ 5,913 12.16

アイシンホールディングスオブ

アメリカ
（常任代理人株式会社三井住友銀行
証券ファイナンス営業部）

 1665 East Fourth Street Seymour,IN 47274 U.S.A.

（東京都千代田区有楽町１丁目１番２号）
4,500 9.26

アイシンヨーロッパＳＡ
（常任代理人株式会社三井住友銀行
証券ファイナンス営業部）

Avenue de L'Industrie21, Parc Industriel,

 1420 Braine-L'Alleud,BELGIUM

（東京都千代田区有楽町１丁目１番２号） 

4,500 9.26

日本マスタ－トラスト信託銀行

株式会社
東京都港区浜松町２丁目１１－３ 2,970 6.11

日野自動車株式会社 東京都日野市日野台３丁目１－１ 1,271 2.61

ダイハツ工業株式会社 大阪府池田市ダイハツ町１－１ 1,241 2.55

ステートストリートバンクアン

ドトラストカンパニー

（常任代理人香港上海銀行東京支店)

P.O.BOX 351 Boston, Massachusetts 02101 U.S.A.

（東京都中央区日本橋３丁目１１-１）
1,119 2.30

ステートストリートバンクアン

ドトラストカンパニー505223
（常任代理人株式会社みずほコーポ
レート銀行決済営業部）

P.O.BOX 351 Boston, Massachusetts 02101 U.S.A.

（東京都中央区月島４丁目１６-１３）
1,049 2.15

資産管理サービス信託銀行株式

会社

東京都中央区晴海１丁目８－１２ 晴海アイランドトリトン

スクエアオフィスタワーＺ棟
1,017 2.09

計 － 30,813 63.40

　（注）１．上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は次のとおりであります。

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社　　　　　　5,913千株

日本マスタートラスト信託銀行株式会社　　　　　　　　2,970千株

資産管理サービス信託銀行株式会社　　　　　　　　　　1,017千株

　なお、上記の日本マスタートラスト信託銀行株式会社の株式数のうち100千株は、当社が導入している「株式付与ＥＳＯＰ」制度に係

るものであります。

　２. ウィリアム・ブレア・アンド・カンパニー・エルエルシーから平成23年８月25日付の大量保有報告書（変更報告書）の写しの送付が

あり、平成23年８月19日現在で以下の株式を所有している旨の報告を受けましたが、当社として平成23年９月30日現在における実質所

有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりません。

 なお、その大量保有報告書（変更報告書）の内容は次のとおりであります。

　　大量保有者　　　　ウィリアム・ブレア・アンド・カンパニー・エルエルシー

　　住所　　　　　　　222 West Adams,Chicago,IL,U.S.A.

　　保有株券等の数　　株式　2,507,000株

　　株券等保有割合　　5.16％
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成23年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 432,500 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 48,137,000 481,370 －

単元未満株式 普通株式 24,236 － １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 48,593,736 － －

総株主の議決権 － 481,370 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が 600株、議決権の数が６個含まれており

ます。

 

②【自己株式等】

　 平成23年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（数）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社エクセディ
大阪府寝屋川市木田

元宮１丁目１番１号
332,500 100,000 432,500 0.89

計 － 332,500 100,000 432,500 0.89

（注）他人名義で所有している理由等

　　　「株式付与ＥＳＯＰ」制度の信託財産として、日本マスタートラスト信託銀行株式会社（（株式付与ＥＳＯＰ信託口

・75467口）東京都港区浜松町２丁目11番３号）が所有しております。

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成

23年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 30,321 27,419

受取手形及び売掛金 33,235 37,003

商品及び製品 10,227 8,359

仕掛品 4,081 4,393

原材料及び貯蔵品 6,923 7,365

繰延税金資産 2,818 2,674

短期貸付金 463 518

その他 3,145 2,965

貸倒引当金 △81 △85

流動資産合計 91,135 90,613

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 20,665 20,172

機械装置及び運搬具（純額） 26,475 27,699

土地 8,166 8,160

建設仮勘定 6,367 6,259

その他（純額） 3,721 3,360

有形固定資産合計 65,395 65,653

無形固定資産 1,690 2,761

投資その他の資産

投資有価証券 2,197 2,294

長期貸付金 141 128

繰延税金資産 2,143 2,142

その他 1,770 1,777

貸倒引当金 △56 △58

投資その他の資産合計 6,195 6,283

固定資産合計 73,281 74,698

資産合計 164,416 165,312
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 17,178 16,937

短期借入金 3,464 4,532

未払費用 6,222 6,592

未払法人税等 3,843 2,051

製品保証引当金 903 874

その他 4,543 4,163

流動負債合計 36,155 35,152

固定負債

長期借入金 4,199 3,666

長期未払金 806 697

繰延税金負債 1,144 1,154

退職給付引当金 5,043 4,764

役員退職慰労引当金 9 10

資産除去債務 26 26

その他 210 246

固定負債合計 11,440 10,566

負債合計 47,596 45,719

純資産の部

株主資本

資本金 8,284 8,284

資本剰余金 7,540 7,540

利益剰余金 102,978 106,096

自己株式 △803 △1,180

株主資本合計 117,999 120,741

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 357 303

為替換算調整勘定 △8,240 △8,403

その他の包括利益累計額合計 △7,883 △8,099

少数株主持分 6,703 6,951

純資産合計 116,819 119,593

負債純資産合計 164,416 165,312

EDINET提出書類

株式会社エクセディ(E02203)

四半期報告書

10/19



（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(平成22年４月１日から
平成22年９月30日まで)

当第２四半期連結累計期間
(平成23年４月１日から
平成23年９月30日まで)

売上高 97,384 99,132

売上原価 74,774 79,090

売上総利益 22,609 20,041

販売費及び一般管理費

荷造運搬費 2,446 2,587

製品保証引当金繰入額 260 28

役員報酬及び給料手当 2,814 3,011

退職給付費用 33 51

役員退職慰労引当金繰入額 86 1

研究開発費 2,249 2,207

その他 3,198 3,488

販売費及び一般管理費合計 11,088 11,375

営業利益 11,520 8,665

営業外収益

受取利息 31 47

受取配当金 9 12

持分法による投資利益 28 －

その他 313 329

営業外収益合計 384 390

営業外費用

支払利息 186 198

為替差損 515 940

持分法による投資損失 － 45

その他 257 233

営業外費用合計 959 1,418

経常利益 10,945 7,637

特別利益 － －

特別損失 － －

税金等調整前四半期純利益 10,945 7,637

法人税、住民税及び事業税 3,445 2,383

法人税等調整額 60 185

法人税等合計 3,506 2,569

少数株主損益調整前四半期純利益 7,438 5,067

少数株主利益 687 563

四半期純利益 6,751 4,504
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(平成22年４月１日から
平成22年９月30日まで)

当第２四半期連結累計期間
(平成23年４月１日から
平成23年９月30日まで)

少数株主損益調整前四半期純利益 7,438 5,067

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 50 △53

為替換算調整勘定 △1,362 △266

持分法適用会社に対する持分相当額 2 △3

その他の包括利益合計 △1,309 △322

四半期包括利益 6,129 4,745

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 5,565 4,288

少数株主に係る四半期包括利益 564 456
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(平成22年４月１日から
平成22年９月30日まで)

当第２四半期連結累計期間
(平成23年４月１日から
平成23年９月30日まで)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 10,945 7,637

減価償却費 5,630 5,726

固定資産除売却損益（△は益） 117 20

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2 5

退職給付引当金の増減額（△は減少） △531 △278

受取利息及び受取配当金 △41 △60

支払利息 186 198

売上債権の増減額（△は増加） △2,588 △3,970

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,062 1,009

仕入債務の増減額（△は減少） 910 82

その他 1,201 206

小計 14,764 10,576

利息及び配当金の受取額 67 89

利息の支払額 △181 △213

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △3,961 △4,174

営業活動によるキャッシュ・フロー 10,688 6,277

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △471 △5

定期預金の払戻による収入 538 183

有形固定資産の取得による支出 △5,407 △6,549

有形固定資産の売却による収入 75 53

無形固定資産の取得による支出 △335 △1,248

投資有価証券の取得による支出 △6 △4

子会社株式の取得による支出 △409 －

関係会社株式の取得による支出 － △255

貸付けによる支出 △37 △138

貸付金の回収による収入 25 97

その他 △23 △45

投資活動によるキャッシュ・フロー △6,051 △7,911

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △47 △201

長期借入れによる収入 195 894

長期借入金の返済による支出 △785 △128

自己株式の取得による支出 △0 △377

配当金の支払額 △1,214 △1,449

少数株主への配当金の支払額 △96 △86

少数株主からの払込みによる収入 － 255

リース債務の返済による支出 △6 △11

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,954 △1,103

現金及び現金同等物に係る換算差額 △356 10

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,326 △2,727

現金及び現金同等物の期首残高 25,597 30,037

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 27,923

※
 27,310
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

当第２四半期連結累計期間
（平成23年４月１日から
平成23年９月30日まで）

（持分法適用の範囲の重要な変更）

　当第２四半期連結会計期間より、新たにクロイドン株式会社の株式を取得したため、持分法適用の範囲に含めておりま

す。

【会計方針の変更等】

当第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）

該当事項はありません。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　当第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）

　該当事項はありません。

【財政状態、経営成績又はキャッシュ・フローの状況に関する事項で、企業集団の財政状態、経営成績及びキャッシュ

・フローの状況の判断に影響を与えると認められる重要なもの】

　当第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）

該当事項はありません。

【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（平成23年４月１日から
平成23年９月30日まで）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準」(企業会計基準第24号　平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準

の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日)を適用しております。

　

（株式付与ＥＳＯＰ制度における自己株式の処分に関する会計処理方法）

　当社は、平成23年４月27日開催の取締役会において、従業員の労働意欲・経営参画意識の向上を促すとともに、株式価値

の向上を目指した経営を一層推進することにより、中長期的な企業価値を高めることを目的とした信託型の従業員イン

センティブ・プラン「株式付与ＥＳＯＰ」制度の導入及び導入に伴う第三者割当増資による自己株式の処分を決議して

おり、平成23年５月17日付で自己株式100,000株を、三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯＰ信託口）に対して

処分いたしました。

　当該自己株式の処分に関する会計処理については、経済的実態を重視する観点から、当社と当該信託口は一体とする会

計処理をしており、当該信託口が所有する当社株式については、四半期連結財務諸表及び自己株式数に含めて処理してお

ります。

　なお、当第２四半期連結会計期間末日現在、当該信託口が所有する当社株式（自己株式）数は100,000株であります。
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【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（平成22年４月１日から
平成22年９月30日まで）

当第２四半期連結累計期間
（平成23年４月１日から
平成23年９月30日まで）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年９月30日現在） （平成23年９月30日現在）

 （百万円）

現金及び預金勘定 28,493

預入期間が３ヶ月を超える定期

預金
△570

現金及び現金同等物 27,923

　

 （百万円）

現金及び預金勘定 27,419

預入期間が３ヶ月を超える定期

預金
△108

現金及び現金同等物 27,310

　

（株主資本等関係）

　Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）

１．配当に関する事項

（1）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月24日

定時株主総会
普通株式 1,214 25.0平成22年３月31日平成22年６月25日利益剰余金

（2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間末後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年10月28日

取締役会
普通株式 971 20.0平成22年９月30日平成22年11月26日利益剰余金

２．株主資本の金額の著しい変動

　　著しい変動がないため、記載しておりません。

　Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）

１．配当に関する事項

（1）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月28日

定時株主総会
普通株式 1,449 30.0平成23年３月31日平成23年６月29日利益剰余金

（2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間末後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年10月27日

取締役会
普通株式 1,206 25.0平成23年９月30日平成23年11月25日利益剰余金

（注）平成23年10月27日取締役会の決議に基づく配当金の総額には、日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株

式付与ＥＳＯＰ信託口・75467口）に対する配当金 ２百万円を含んでおります。

２．株主資本の金額の著しい変動

　　著しい変動がないため、記載しておりません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 報告セグメント
その他

（百万円）

（注１）

合計

（百万円）

調整額

（百万円）

（注２）

四半期連結

損益計算書

計上額

（百万円）

（注３）

　
ＭＴ

（百万円）

ＡＴ

（百万円）

計

（百万円）

 売上高 　　 　 　 　 　 　

　外部顧客への売上高 28,89358,14787,04010,34397,384 － 97,384

　セグメント間の内部

　売上高又は振替高
199 1,3001,5003,9265,426(5,426) －

計 29,09359,44888,54114,269102,810(5,426)97,384

 セグメント利益 5,0965,52410,6201,22611,847(326)11,520

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、産業機械用駆動伝導

装置事業、２輪用クラッチ事業、運送業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額 △326百万円には、セグメント間取引消去 165百万円、のれんの償却額 

△64百万円、各報告セグメントに配分していない全社費用 △414百万円及びその他の調整額 △12

百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び新製品

開発費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

各報告セグメントにおいて、該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

各報告セグメントにおいて、該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 報告セグメント
その他

（百万円）

（注１）

合計

（百万円）

調整額

（百万円）

（注２）

四半期連結

損益計算書

計上額

（百万円）

（注３）

　
ＭＴ

（百万円）

ＡＴ

（百万円）

計

（百万円）

 売上高 　　 　 　 　 　 　

　外部顧客への売上高 29,04858,50487,55311,57999,132 － 99,132

　セグメント間の内部

　売上高又は振替高
177 1,2201,3984,8576,255(6,255) －

計 29,22659,72488,95116,436105,387(6,255)99,132

 セグメント利益 4,7313,2067,9371,2399,177(511)8,665

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、産業機械用駆動伝導

装置事業、２輪用クラッチ事業、運送業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額 △511百万円には、セグメント間取引消去 126百万円、のれんの償却額 

△64百万円、各報告セグメントに配分していない全社費用 △434百万円及びその他の調整額 △138

百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び新製品

開発費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

各報告セグメントにおいて、該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

各報告セグメントにおいて、該当事項はありません。

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（平成22年４月１日から
平成22年９月30日まで）

当第２四半期連結累計期間
（平成23年４月１日から
平成23年９月30日まで）

１株当たり四半期純利益金額 138円97銭 93円29銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額（百万円） 6,751 4,504

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 6,751 4,504

普通株式の期中平均株式数（千株） 48,581 48,285

　（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　　２．普通株式の期中平均株式数は、自己名義所有株式分を控除する他、株式付与ＥＳＯＰ信託口が保有する自己株式

（当第２四半期連結会計期間末日現在 100,000株）を控除し算出しております。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

　平成23年10月27日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（1）中間配当による配当金の総額 1,206百万円

（2）１株当たりの金額 25円00銭

（3）支払請求の効力発生日及び支払開始日 平成23年11月25日

（注）　平成23年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年11月11日

株式会社エクセディ

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 牧　美喜男　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 梅田　佳成　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 榎本　 浩 　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エクセディ

の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成23

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー

計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エクセディ及び連結子会社の平成23年９月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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